
 
 
 
 奥野地区の教育は，奥野小学校・牛久第二中学校での９年間の学びの連続性を大切にしています。 

児童生徒数が少ないというメリットを生かして，小・中の教職員が連携し，一人一人の子どもを

９年間見守っていくことを大切にしています。 
夏休みには，牛久第二中学校を会場として合同職員研修会を行っています。学習につまづいてい

る児童生徒を，全員で把握し，個別の指導に生かしています。 
中学校には，６年生の教室が常に用意されています。奥野小の６年生は，入学前に中学校教師に

よる授業を受けたり，一日中学校で過ごす体験をしたりします。子ども達にとって中学校への進学

は，不安と期待が入り交じり，気持ちばかり焦ってしまうことも多いのです（中一ギャップ）が，

中学校の６年生教室での体験によって，進学への不安もなくなります。 
本校では，「国際理解教育」と「ＥＳＤ教育（環境教育を通して自然と共生する学習）」に力を入

れています。これも，９年間の連続性を大切にしています。 
小学校での英会話は，中学校の英語につながります。小学校で英語に親しみ慣れた子ども達は，

中学校で本格的に英語の授業が始ま

ったとしても，意欲的に英語の学習

に取り組む事が期待できます。その

結果，中学校では，今まで以上に英

語の学力が向上すると考えられます。 
小学校で行われている「ＥＳＤ教

育」は，中学校での「歩く会」にも

つながっています。中学校の「歩く

会」は，３年間で奥野地区全域を踏

破し，奥野の良さや課題をつかむ活

動です。この他，９年間の環境教育

を通して，自然と共生する学習に力

を入れていきます。そして，この学

習で，ユネスコスクールにつないで

いきます。 
このように，奥野地区の教育は，

子ども達の９年間の成長を見通して

います。今後も，奥野地区の教育を

よろしくお願い致します。 
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本校は，国際理解教育に取り組んで

います。先日，待望のイングリッシュ

ルームが完成しました。ＡＬＴのアレ

ックスさん，スティーブンさんのアイ

デアが満載で，読書コーナーやゲーム

コーナー，アルファベットの書き方練

習コーナーなどがあります。壁には，

外国のポスターがたくさん貼ってあり，

イングリッシュルームに入った瞬間，

外国にいる気分になります。 
イングリッシュルームでは，日本語

を使わない約束になっています。子ど

も達は，習ったばかりの英会話を使っ

たり，身振り手振りでコミュニケーシ

ョンしたりして，楽しく活動していま

す。昼休みには，たくさんの子ども達

ですぐに満員になってしまいます。 
学校公開等で御来校の際には，ぜひ

イングリッシュルームを御覧になってください。 
 

 
 
 

１月１５日（金），不審者対応の避難訓練がありまし

た。不審者が校内に侵入してきた時の動きを訓練した後

は，不審者に出会ってしまったときの対応方法について，

代表児童のロールプレイングで学習しました。 
不審者はいつ来るか分かりません。常に，意識を高く

もたせて，安全な生活を送ってもらえるよう，教職員一

同しっかりと指導をしていきます。 
 

スマホやタブレット端末

で，このＱＲコードを読み

取ると，奥野小学校のホー

ムページが御覧になれま

す。 

常総市への募金ありがとうござ

いました。 

 皆様の御協力で，１万５千円の募

金が集まりました。 
 被災した常総市の学校に，送らせ

ていただきました。 
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